卜 3 トミスポットクーラ ー& ヒーター 


型式 TAD -22 BW 

ティーェーデー ビー ダブ U ユー 

( AC 100 V 仕様） 




この製品には、 

オゾン層を破壊しない 
新冷媒 HFC ( R 410 A ) を 
使用しています。 


取扱説明書 (な証書付き) 


このたびは本機をお買い求めいただきまして、まことにありがとうござしほす。 

参ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」を読んで、正しいご使用までご愛用くださいまずよラお願い申しあげまず。 
参この取扱説明書は、大切に保管しておいてください。 

参まちびった使用をされますと、機能を充分に発揮しなかったり、故障や思わめ事故•危険を巧くことび 
あ0ます。 


この製品は、人を対象としたスポットクーラー&ヒーターです。それ LU がの目の•用途には使用 
しないで<ださい。 

この製品は屋外で使用することはできません。屋内あるいは準屋内（屋根びあり、直射日光や雨び 
当た！5ない場所）で使用してください。 

製品が故障•変形•変色するおそれびあります。 


長年ご使用のスポットクーラー&ヒーターの点検をぜひ! 


こ 

参コゲくさいにおいびする。電源プラグ、 


運転を停止し、電源プラグを 

の 

およ 

コードび異常に熱い。 


コンセントから抜いて、必ず 

D ラ 

参運転音び異常に高 < なる。 


販売店に点検•修理をご相談 

まな 

参水漏れびする。 

r 

<ださい。費用など詳しい 

せこ 
ん•少 

参漏電ブレーカーびひんぱんに落ちる。 


ことは、販売店にご相談くだ 

かは 

参その他の異常や故障びある。 


さい。 


愛情点検 



巨 02-1 


株式会社 l -31 -a 


8288000710 
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を全上のご注意 (よく読んで必ずお守りください) 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、本機を安全に正しく使用するために、必ずお守りしすこだく 
ことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、 
または乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示してしほす。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または义災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害の発生び想定される内容をおしています。 


♦お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ®® 

この絵表示は、「禁止」されている 
内容です。 

OC® 

この絵表示は、必ずしていただく 
「指示」内容です。 


♦説明文中の r お願い J 「お知5せ」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


么筒资 （ DANGER ) 


参異常時にげくさい等）は、運転を停止して電源プラグをコンセントか!5巧き、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

異常のまま運転を続けると、故障や感電 • 火災の原因になります。 

また、長年使用された場合、経年劣化により部品に不具合びおこることびあります。 
その状態で使用を続けますと、事故になるおそれびあります。 


C 

電源乃グ細く 


、 



ノ 

么警告 （ WARNING ) 

\ 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用•他の 
電気器具とのタコ足配線をしない。 

屋内配線（壁の中の配線）の電気容量び許容量を超え、火災や 
感電や電源プラグの発熱の原因になります。 

J 

取 

0 

禁止 


参屋内の壁コンセントで2口]^上になっていても単独で使用する。 
交流1 00 V 12 AL ソ上のコンセントか確認する。また、他の電気 
器具の電源プラグは同じコンセントに差し込み使用しない。 

屋内配線（壁の中の配線）の電気容量び許容量を超え、 

火災や感電、電源プラグの発熱の原因になります。 



0 

禁止 


参電源は交流100 VL ソ外で使用しない。 

1 00 V け外の電源を使ラと、電気部品び過熱したり、火災•感電の 
原因になります。 



0 

禁止 


参電源プラグは、ほこ0び付着していないか確認し、ガタつさの 
ないように刃の根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や火災の 
原因になります。電源プラグにたまったほこりなどは定期的に 
掃除をしてください。 



〇 

確認 


参電源コードや電源プラグを破損するよラなことはしない。 

傷つけたり、加工したり、無巧に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
重い物を載せたりしない。また、ふすまやドアに挟まない。使用中は、 
結束バンドや針金などで束ねたりしない。 

傷んだまま使用すると、感電•ショート•火災の原因になります。 



0 

禁止 












































么警告 （ WARNING ) 

参電源プラグを巧いて本機の停止をしない。 

感電や火災の原因になります。 

杉^ 谷 

•空気の吹出□や給気□、排気□に指や棒などの異物を入れない。 

内部でファンび高速回転しておりますので、けびの原因になります。 

同轉 ( S ) 

禁止 


•包装用ポリ袋は幼児の手の届かないところに保管する。 

誤ってかぶったとさ窒息し、死 t の原因になります。 



とこ引[體ずる 


参を全器のヒューズの代わりに針金や銅線などを使わない。 1 

故障や火災の原因になります。 1 

酔を 

参可燃性ガスの漏れるおそれのある場所や、導電性粉塵のある場所 
では使用しない。 

万ーガスび漏れて本機の周囲に溜まると、発火の原因になることび 
あります。 

LPG 


参落雷のおそれのあるときは、運転を停止し、電源プラグを 
コンセントか5巧く。 

落雷の程度によっては、故障の原因になります。 

電源乃グ細く 

•改造はしない。また修理技術を LU がの人は、絶対に分解したり、修理. < 

改造をおこなねない。 た 

火災•感電 • けびの原因になります。 

y 分解禁止 

参修理は、お買い求めの販売店または、 P29 のお客様相談窓□-覧 
相談する。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•火災等の原因になり 

Q 

ます。 

実施 J 





































成注意に AUTION ) 


参アースを 確実におこなラ。 

アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。 
アースび不完全な場合は、感電の原因になることびあります。 

アースエ事は、電気工事±の資格び必要です。 

お買い求めの販売店または専門業者に依頼して < ださい。 


アース 


参電源プラグを巧くときは、コードを弓 I つ張らず電源プラグを持って巧く。 

コードを引っ張って抜 < と、コードの内部び断線して発熱•発火の 
原因になることびあります。 



参電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みが 
ゆるいときは、使用しない。 

電源コードや電源プラグび異常に発熱し、溶けたり変形して、 

感電•ショート•発火の原因になります。また、コンセントの差し込みび 
ゆるいと感じた時は工事業者に依頼してコンセントを取り替えて 
ください。コンセントを交換しても異常に発熱している場合は 
販売店に修理依頼して<ださい。 


〇 

確認 


参手入れ•掃除をするときは、おず運転ボタンを押して運転を停止し、 
電源プラグをコンセントか5巧く。 

内部でフアンび高速回転しておりますので、けびの原因に 
なることびあります。また、感電のおそれびあります。 



参長期間ご使用にならない場合は、を全のため電源プラグを 
コンセントか!5巧く。 

ほこりび溜まって発熱•発火の原因になることびあります。 


電源プラグ細く 


参本機を使用する場所は、振動のない、水平でしつかりした床面で 
使用する。 

予期せめ移動や転倒、故障の原因や、水漏れの原因にちなります。 



参長時間、風を身体に直接当てたり、冷やし過ぎたり、暖め過ぎたり 
しない。 

体調悪化•健康障害の原因になります。 

特に乳幼児やお年寄り、身体の不自由なちにはごを意ください。 



参义巧が飛び散るおそれのある場所での使用は火花よけを使用する。 

乂巧よけびないと内部に火巧び入り発火する原因になります。 


0 

禁止 


参屋外で使用しない。 

機器の劣化により、故障や火災の原因になります。 


参容器に連続排水してドレン水をためるときは、容器のドレン水量を 
こまめに確認する。 

ドレン水びあふれて床を磊らす原因になります。 











































么注意に AUTION) 


♦押し入れなどせまい場所では、使用しない。 」 


0 

故障の原因になります。 一"""® 

___— 

〇 r ®" 

--— ■ 


气 禁止 


参テレビやラジオなど A V 機器か! 51. SmlU 上離して使用する。 

映像の乱れや雑音び入ることびあります。 


〇 

指示 


参加工油、防請油、有機;’容剤の雰囲気内で使用しない。 

機器を痛めたり、発煙•発火•漏電の原因とな0ます。 


〇 

指示 


参燃焼器具に直接風をあてない。 

本機は運転時に上面と背面より風び出ます。 

燃焼器具等は直接風をあてますと不完全燃焼による一酸化炭素 
中毒などの原因になることびあります。 



白 Q 

禁止 


参吹出□や排気□の風をさえざったり、給気□をふさいだり 
しない。 

製品に無理びかかって、故障の原因になります。 



参本機は、一般家庭の人を対象とした除湿 • を温風機ですので、 
食品•動物•植物•精密機器•美術品•コンピュータールーム- 
医薬品等の保存など、特殊用途には使用しない。 

本機自体並びにこれらの品質低下の原因になることびあります。 



参本機に水をかけたり、水のかかり易い場所（お室•屋外など）に 
置いたりしない。また、上に巧瓶など水の入った容器をのせなし、。 

倒れて水びこぼれるなど、内部に浸水して電気絶縁び劣化し、 
ショート•感電のおそれびあります。 



参本機の上に乗ったり、物をのせたりしない。 

転倒などにより、けびの原因になることびあります。 


参濡れた手でスイッチを操作しない。 

感電の原因になることびあります。 


参むやみにボタンを巧さない。 

故障の原因になります。 






















































































成注意に AUTION ) 


参殺虫剤などを吹をつけない。 

変色やひび割れの原因になります。 



参湿度が高いとき、運転をすると、製品表面や排気ダクトなどに露び 
着き、床に落ちる場合があります。ふきとってください。 



参本機を移動するときは、運転を停止し、電源プラグをコンセントか！5 
抜き、内部の水を捨ててか！5おこなう。 

水びこぼれて床を巧すことびあります。 


〇 

確認 


参部屋を閉め切ったり排気ダクトを取り付けて使用する場合、燃焼器具と 
-緒に運転するときは、こまめに換気する。 

換気び不充分な場合は、酸素不足の原因になることびあります。 



参排気ダクトを窓パネルに取り付けて使用する場合、雨降りや風の強いときは、 
運転を停止して窓を閉める。 

室内を雨水で巧すことびあります。 


〇 

指示 


•著しく金属や樹脂を腐食させるガスや蒸気のある場所、 

オイルミストび発生する場所や、油び飛び散る場所では使用しなし、。 

機器を痛めたり、発煙•発火•漏電の原因となります。 


0 

禁止 


参排気ダクトを持って移動しない。 

転倒などによりけびの原因になります。 


参本機を水洗いしない。 

ショート•感電の原因になることびあります。 


♦本体内部の熱交換器（蒸発器•凝縮器）には手をふれない。 
手や指を切ることがあります。 

掃除など、やむを得ず手をふれる場合は、必ず手袋をはめて、 
手や指を切らないようにミ主意しておこなってください。 



♦熱交換器（蒸発器•凝縮器）の洗をには専門技術が必要ですので、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

市販の洗;き剤などを使用しますと、樹脂部品の割れや排水経路の 
詰まりに至ることびあり、水もれや感電の原因にもなります。 


0 

禁止 

















































各部のなまえとはた 5 き 









































































G 操作部のなまえとはた5さ^ 


リモコン 本体操作部 



ディスプレイの表示 


運転モード表示 


入タイ7— 


満水表示ランプ 

/ 

ク 

A A A 

製品内部に水が規定量に 
なると、ランプが点滅します。 


満水 


セットタイマー表示 


切タイマー 


ディスプレイ 




1 


風量表示 


な©蘇 auto III* 

'-ON 贷 OFF-| 

00 L _ 

U しりり 




j I u■■■- 

88 


で 


運転 


運転ボタン 


現在室温/設定温度表示 


点灯時は現な室温、 

点滅時は設定温度を表おします。 


運転モード表示 


AUTO 

自動運転 

6 

ドライ運転 

\ > / 
が 

温風運転 

ル 

V く 

:令風運転 

巧 

送風運転 



風量表示 


AUTO # 

自動風 

現在の室温と設定温度の温度差により r 強」- 
「弱」-「微」風の中から自動的に設定されます。 

111« 

強風 

強風量で運転します。 

11« 

弱風 

静かな運転をします。 

■« 

微風 

風量をおさえ、より静かな運転をします。 














































































運転前の準備と確認 


/- 


参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用•他の 
電気器具とのタコ足配線をしない。 

屋内配線（壁の中の配線）の電気容量び許容量を超え、 

火災や感電や電源プラグの発熱の原因になります。 

0 

禁止 



参屋内の壁コンセントで2口]^上になっていても単独で使用する。 
交流1 00 V 12 ALU 上のコンセントか確認する。また、他の電気 
器具の電源プラグは同じコンセントに差し込み使用しない。 

屋内配線（壁の中の配線）の電気容量び許容量を超え、 

火災や感電、電源プラグの発熱の原因にな 0 ます。 

0 

禁止 

A 1 

寿告 

参電源は交流1 ooviu がで使用しない。 

1 00V じ(外の電源を使ラと、電気部品び過熱したり、火災•感電の 
原因になります。 

0 

禁止 



参電源プラグは、ほこりび付着していないか確認し、ガタつきの 
ないように刃の根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や火災の原因に 
なります。電源プラグにたまったほこりなどは定期的に掃除を 
してください。 

〇 

確認 



参電源コードや電源プラグを破損するようなことはしない。 

傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
重い物を載せたりしない。また、ふすまやドアに挟まない。 

使用中は、結束バンドや針金などで束ねたりしない。 

傷んだまま使用すると、感電•ショート•火災の原因になります。 

0 

禁止 

ノ 


♦ 

A -r*r 

参アースを確実におこなう。 

ア-ス線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のア-ス線に接続しない» 
でくださぃ。 

アースび不完全な場合は、感電の原因になることびあります。 アース 

アースエ事は、電気工事±の資格び必要です。 

お買い求めの販売店または専門業者に依頼して < ださい。 

参電源プラグを巧くときは、コードを弓1っ張日ず電源プラグを持って巧く。 

コードを引っ張って抜<と、コードの内部び断線して発熱•発火の fX ) 

原因になることびあります。 

禁止 

ル 江 局 

V 

参本機を移動するときは、運転を停止し、電源プラグをコンセントか！5 
巧き、内部の水を捨ててか！5おこなう。 MB 

水びこぼれて床を巧すことびあります。 

確認 

> 















/- 

A 注意 

\_ 

参排気ダクトの排気□を給気□に 。 

向き合ゎせなぃ。 排気口 J 

排気された温風（またはを風）び 1 

給気□から吸い込まれると、能力 
低下したり、故障の原因になります。 J 

給気 □ 

参。 


0 

禁止 

参排水の状態をこまめに確認する。 

容器の水量やホ-スの夕讯等、 zK 漏れをおこさないよう確認して ■■ 

くださぃ。 

確認 


\_ 1 


お願い 

製品は軍章がありまずので、けがをしないよう必ず2人上でおこなってください。 

;令風運転時、ドライ運転時に連続排水で使用される時、この取り付けをしてください。 





参 u モコンはていねいに扱ってください。落としたり水びかかったりすると、送信 
でさな<なることびあります。 

参リモコンの受信距離は正面で 7 m 政下です。室内に電子点打形（インノ（一夕形）の 
照明器具びある場合は、受信距離び短くなることびあります。 

参 U モコンに入れる乾電池は、マンガン乾電池でもご使用でさますび、アルカ U 
乾電池のご使用をおすすめします。 

参 U モコン操作をしても作動しない場合、またはディスプレイ表示び出ていても 
作動しない場合は新しい乾電池に2本とち交換してください。このとさ動作び 
正常でない場合は、乾電池を抜き取り日秒じ(上経過してから、再度セットし直して 
<ださい。 

参乾電池の寿命は通常の使いちで約1年です。ただし、乾電池の「使用推奨期限」に 
近いちのは、乾電池の交換び早 < なります。 

参乾電池を誤って使ラと、液漏れや破裂の危険びあ0ます。乾電池のを意文を 
よく読み、次の点に特にミ主意してご使用ください。 

万一液漏れしたときは、よくなき取ってから、新しい乾電池を入れてください。 

• 新しい乾電池とちい乾電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わないでください。 
•長期間 （1 力月じ(上）使用しないとさは、乾電池を取り出しておいてください。 


1製品を取り出しまず。 

参包装箱からすべての包装材を取り除さ、製品に傷をつけないように取り出してください。 

同時に付属品や取扱説明書も取り出してください。 

参包装箱や包装材は保管するとさにご利用ください。 

2水平の確認をずる。 

参製品は振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

製品び、傾いていないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

製品を傾いた状態で使用しますと、ドレン水びあふれ出たり、振動音び出たり転倒しやすくなります。 

3活性炭フィルターを 
取り付ける。 

参エアーフィルターカノ（一を 
取りはずして、その内側に 
活性炭フィルターを取り 
付けてください。 



活性炭 



エアーフィルター 
カパー 


















































4 排気ダクトを取り付ける。 

参排気ダクトは排気□に取り付けて 
ご使用ください。 

取り付けずにご使用されますと 
排気の一部び給気に戻0能力び 
低下することびあります。 

参排気ダクト内には金属ワイヤーの 
おびあります。取り扱い時、けびを 
しないよラごを意ください。 

① 排気ダクトの両端を1日日 mm 程度 
伸ばして < ださい。 

② ダクトエンド、ダクトエンド S を 
排気ダクトに挿入し、止まるところ 
まで時計回りに回して固定して 

<ださい。 

③ 製品の排気□のツメに、組み合わせた 
排気ダクトとダクトエンド S を挿入し 
固定してください。 

④ 排気ダクトを適当な長さに伸ばします。 
排気ダクトを調整するときは、排気 
ダクトの根元に力びかからないよラに、 
必ず手を添えておこなってください。 

【完成図】 




排気ダクト 


1〇日圆 





排水ダクトのはずしかた 

ダクトエンド S を回してツメを 
はずしてから引っ張り、 

取りはずしてくださし、。 



ツメ 



窓パネルの排気□など 


5 


6 



排水ドレン栓び確実に下部排水□に 
差し込まれていることを確認ずる。 


リモコンの準備をずる。 

① U モコンの上側のくぼみに指を入れ、 

手前に U モコンを取り出します。 

③ U モコンの裏ぶたのツメを弓いて取りはずし、 
©©を間違えないよラに、乾電池を入れて 
<ださい。 

※乾電池は別売です。単4乾電池2本び必要です。 















































電源プラグを家庭用交流 100 V 12 Am 上の 
コンセントに確実に差し込む。 

参移動させるときは、必ず運転を停止し、電源プラグを 
コンセントから抜いて、排水ホース差し込み□と下部排水 □ 
からドレン水を捨ててからおこなってください。抜いたゴム栓、 
ゴム栓カバー、排水ドレン栓は元通りに取り付けてください。 

参コンセントの差し込みびゆるいときは、交換してください。 

電源プラグの発熱•発火の原因になります。 


排水ホース差し込み □ 



8ルーバーを 開ける。 

参製品の上面部にあるルーノ（一を開ける。 

参ルーノ（一を閉じて使用すると、製品の表面や 
内部び結露し、床を巧すことびあります。 

① ルーノ く一の高さ調節は、お好みの高さに 
ルーバーを持ち上げ調節することびでさます。 

② 左ちの風向調節はルーノ（一内のフラップ調整 
つまみを左ちに動かし、調節することびでさます。 


排水ホースの取り付け 


■ルーバー高さ 



33原頁し、 冷風運転時、ドライ運転時に連続排水で使用される時、この取り付けをして < ださい。 


(1) 付属品の排水ホースを準備します。 


(2) 背面にあるゴム栓カバーを取りはずし、 
ゴムおをはずしまず。 

参運転した後にゴム栓をはずすと中に残っている水び 
こぼれるおそれびあります。 



(3) 排水ホースに、ゴム栓カバーをの ) 
はめて製品に再び取り付けまず。 

参はずしたゴム栓は使用しません。 

大切に保管してください。 

参容器に連続排水してドレン水をためるときは、 
容器のドレン水量をこまめに確認してください。 

ドレン水びあみれて床を濡らす原因になります。 
























































窓ノ レセットの取付け方法 


/- 

A 警告 

v 

参取付けは、確実におこなう。 

取付けに不備びあると、落下、水漏れや感電、火災の原因になります。 

〇 

指示 

、 

参窓パネルセットを取付ける場所は重量に充分耐える所に確実に 
おこなう。また、強い力を加えない。 

強度不足や取付けび不完全な場合は、窓ノ（ネルセットの落下により、 
ケガの原因になります。 

〇 

指示 


参取付け部品は、必ず同姻部品及び指定の部品を使用する。 

当社指定部品を使用しないと、水漏れや感電、火災の原因になります。 

〇 

指示 

* 

' 

A け音 

参設置場所によっては漏電ブレーカーの取付けび必要。 

漏電ブレーカーび取付けられていないと感電の原因になることび 
あります。 

〇 

指示 


参工場•海岸•温泉地帯など、特殊な場所で使用しない。 

故障のちとになることびあります。 

0 

禁止 

参雨どいの真下はさけ、吹き下しなどにより窓か！ 5 雨水び侵入しない 
場所に取付ける。 

室内を巧すことびあります。 

替 


参製品の排気□からの温風や騒音が、隣家の迷惑にならない 
ような場所を選ぶ。 

〇 


参本体背面の近くに物を置くと機能低下や騒音増大のちとに 
なるので、本体背面付近には障害物を置かない。 

0 

禁止 

/!\/± 忌 

V_ 

参本体背面にある排水ドレン樹ま、排水作業時] U 州まずさない。 

水漏れします。 

0 

禁止 

参雨や風び強い時は、使用を中止し、窓パネルセットを取りはずす。 

替 


参窓サッシ固定用のカギを使用する場合は、市販のカギを購入する。 
外出するときは、窓を閉め、窓自体のカギをかける。 



参この窓パネルは、鉄製の窓や、特殊な窓には取り付けできない 
ことびあります。 

〇 

指示 


参作業時は手ぶくろ等の保護具を着用してください。 

〇 

指示 




























※この窓パネルは、排気ダクトと組み合わせて使用するちのです。 


州則面 

の 


③窓ノ V ネル目を、窓ノ V ネル A に巧入してください。 

次に窓ノ（ネル A 上側の穴に固定ねじ（短）の左ち1本ずつ 
(計2本）で窓ノはル日を仮止めしてください。 


窓 A ’ ネル日 


區 


固定ねじ（短) 


/ 


断面図 


具 \窓パネル A 


固定ねじ（長）2本 

固定ねじ（短）2本 

内側面 



州則面 

の 


上下レール 



②排気□を窓パネル A の外側面からツメび左もに向くように 
セットして、固定ねじ（長）4本で固定してください。 


取り付け前のまミ 


① 取り付ける前に、次の工具を用意してください。 
プラスドライバー、ナイフ、ノコギ U 、 やすり 

② ち図のよラに窓のレールをはさんでご使用ください。 



胃 




室 

内 

( 



が 





側 


窓ノ Gg レの組み立てと取り付け 


①窓パネルを取付ける前に窓の高さを測定してください。 
♦ 780 mm 〜 980 mfn までは、取付け長さに合わせ、ノ（ネル 
巨をノコギ U 等で切断して調節します。 

この時必ず2枚の窓パネルび 70 mm し U 上重なるように 
してください。 

※ノコギ U 等で切断した切り□はナイフや、やすり等で 
仕上げてください。 


窓パネル窓 A ’ ネル 
A 己 


ク, 




165 


扫 


158 
付属品 


奇 


A 


〇 


口 




畳 


A 


〇 


C 3 




〇 


78日〜98日 98日〜14日日 



窓パネル組立 


④上下レールを、組み立てた窓ノ（ネルの上端および下端に、固定ねじ 
(長）2本で固定してください。 



窓パネル B 




h 
窓パネル A 















































































⑥窓パネル組立を、窓わくの上下のレールまたは溝に取り付けてください。 

必ず窓の戸と同じレールまたは溝に取り付けてください。 

③で仮止めした固定ねじ（短）の各1本ずつ（計2本）を、窓ノ（ネル組立び 
はずれないよラに固定して < ださい。 

参はずれ防止のため、必ず2枚の窓ノ（ネルび、 70 mm じ(上重なるよラにしてください。 




〈キャップの取り付け方〉 

参排気ダクトを使用しない場合は、キャップを窓パネル組立の 
排気□の爪に取り付けてお使いください。 

参キャップのはずしかた 

キャップを回して、窓パネルの排気□の爪からはずします。 


別売りオプション部品の取り付け 


〈雨よけ カバーの 取り付け方〉 

参排気□を固定後に、雨よけカバーを窓パネル A の外側面に 
開□部び下を向くようにセットして、固定ねじ（鼠2本で 
固定してください。 
















































































運転のしかた 


/- 

ディスプレイの 
運転ボタンロいて 

U モコンを使わずに、本体正面にあるディスプレイの「運転」ボタンで運転や停止を 
おこなうことびできます。このとき自動運転となります。この機能は、室内温度を 
感知して、;令風ドライ溫風モードに切り替わります。 

運転内容びお好みに合わないときは J 」 モコンで運転モードを切り替えてください。 

J 

た 1瞧續 

お知5せ 

V_ 

自動運転とは•''運転を開始したときの室温によって自動で「;令風運転」「ドライ 
運転」「温風運転」び選択される運転モードです。 

参風量設定は自動風で固定されます。 

参自動運転中、運転の状態や温度設定びお好みに合わない時は、その他の運転 
モードでお好みに合った運転をおこなってください。 

参室温によって ON / OFF の間欠運転となります。 

参自動運転でお好みのモードび選ばれない場合は、「運転モード切替」ボタンを 
押して、モードを変更してください。 


♦ 

湿度び高い場所で運転をおこなラと、ドレン水びたまりやすくなり、満水表示ランプび 
点滅して停止することびあります。 


卿ルなな X フンソが Itt リ规レし甘■止レ/し口守け、6な任 Hd 居、レ 

排水ドレン栓を抜いて製品内に溜まったドレン水を排水 
してください。約700〜 800 m 《の水び出ます。 

ドレン水を抜いた後は、排水ドレン栓を元通りに差して 
ください。排水ドレン栓を抜いたまま運転すると、床を。 
磊らす原因になります。 C 

または澤転前に市 目 反のホース（内径1 5 mm ) をっなげて 



排水時の 
ま意 

0 

な 



連続排水してください。 

ホースは抜けないように市販のホースク U ップ等で固定 
してください。 


J 


①ルーパーを開ける。 


② リモコンまたはディスプレイの 
「運転」ボタンを一度巧しまず。 

③ リモコンまたは本体操作部の 
「運転モード切替」ボタンを巧し 

「 AUTO 」 （自動運転）に合わせます。 

参運転モード、風量設定、ディスプレイ色は、部屋の温度に 
応じて下の表のよラに自動的に設定されます。 

(但しディスプレイ色及び現在室温の表示は変わり 
ますび、その他の液晶表示は変わりません。） 


〈|」モコン> 


〈本体操作部〉 



m 入/のモ—卜 

の— 

風屋 あける 

通 ® 

タイマーさげる 



くディスプレイ> 


f •• 

AUTO # 

ごつ 

0 

満水 

L i°c 

運転 J 


運転時の部屋の温度（目安） 

運転モード 

風ま日又疋 

ディスプレイ色 

2已むじ(上 

冷風 

自動風 

青 

18むけ上、2已む未満 

ドライ 

自動風 

青 

18む未満 

温風 

自動風 

赤 



④停止方法 


運転中に U モコンまたはディスプレイの「運転」ボタンで運転を停止させることびできます C 
必要に応じてルーノ（一を閉じて < ださい。 

















































&^mmm 



参お好みの温度に設定します。（最高設定温度 32° C 、 最低設定温度1日むまでです。） 
•1 回押すごとに1む変化します。 

参経済的な使いちとして2日む〜28むに設定することをおすすめします。 

参部屋の温度よりも1氏い温度にセットしてください。部屋の温度よりも高い温度に 
セットした場合は、;令風運転をしません。但し室内ファンは連続運転をします。 
•リモコンの 「運転」 ボタンにより再度;令風運転を再開した場合、設定温度は前回 
設定した温度になっていますので、適切な温度に設定し直してください。 

参;令風運転中は設定温度を維持するためにコンプレッサーび ON ’ OFF します。 


♦ 

湿度び高い場所で運転をおこなラと、ドレン水びたまりやすくなり、満水表示ランプび 
点滅して停止することびあります。 


购小なのフンソ /」、> TT り胤レし1で！□レ/し口守け、6なな: Hd 居、レ 

排水ドレン栓を抜いて製品内に溜まったドレン水を排水 



排水時の 
ミち意 

してください。約 700 〜 800m 《の水び出ます。 

ドレン水を抜いた後は、排水ドレン栓を元通りに差して 
ください。排水ドレン栓を抜いたまま運転すると、床を 二 
磊らす原因になります。 - 

または運転前に市販のホース（内径 1 日 mm) をつなげて 、 



V_ 

连統排がしこくにでし''。 

ホースは抜けないよラに市販のホースク U ップ等で固定 
してください。 


J 


① ルーバーを 開ける 

② リモコンまたはディスプレイの 
「運転」ボタンを一度巧します。 

③ リモコンまたは本体操作部の 
「運転モード切替」ボタンを押して、 
「な」（冷風運輯）に合わせまず。 

参ディスプレイに運転モード、風量設定、 

現在室温び表示されます。 

参ディスプレイび青色に点阿します。 


〈リモコン〉 


〈本体操作部〉 



④リモコンまたは本体操作部の 
「温度設定」の「あげる」または、 
「さげる」ボタンを}甲しまず。 

参ボタンを巧すと数字び点滅して、設定温度を表示 
します。ボタンを押してから数砂間押さずにいると 
点巧に変わり現在室温を表おします。 


〈ディスプレイ〉 



⑥リモコンまたは本体操作部の r 風量切替」ボタンを}甲して風量を 
選びまず。 

•ボタンを巧すたびに auto » III* ||« |« _ 

广[自動風]一[強風]一[弱風]一[微風]— I と表 W か変わります。 
•風量設定び自動風の時、風量の切り誓えは自動的におこないます。 

⑥停止方法 

運転中に U モコンまたはディスプレイの 「運転」 ボタンで運転を停止させることびできます。 
必要に応じてルーノ（一を閉じてください。 











































ドライ運転 


/- 

参温度設定の変更はでさません。 

お知5せ 

参現在室温び 25° CL ソ下の時は、風量の変更はできません。（ただしボタンの受信音は 
します。） 

参現在室温び2日む1^ソ下の時は、室温に応じてコンプレッサーび ON - OFF します。 

参お部屋を除湿する時は、次のラちいずれかをおこなってください。おこなわないと 
除湿びでさません。 

.製品本体に排気ダクトをつなげて、排気ダクトの先端を室外に出す。 

.製品本他こ排気ダクトをつなげて、窓に取り付けた窓パネルにつなげる。 



. 製品本体に排水ホースをつなげて、連続排水する。 

J 


♦ 

湿度び高い場所で運転をおこなうと、ドレン水びたまりやすくなり、満水表示ランプび 


点滅して停止することびあります。 

満水表示ランプび点滅して停止した時は、容器を用意し 

a 

0 

心- T 、 分 の 

排水時の 

排水ドレン栓を抜いて製品内に溜まったドレン水を排水 
してください。約700〜 800 m £の水び出ます。 

ドレン水を抜いた後は、排水ドレン栓を元通りに差して 


ま意 

ください。排水ドレン栓を抜いたまま運転すると、床を= 


磊らす原因になります。 " 



または運転前に市販のホース（内径1 5 mm ) をつなげて ' 
連続排水してください。 

ホースは抜けないよラに市販のホースク U ップ等で固定 
してください。 

ノ 


① ルーバーを 開ける 

② リモコンまたはディスプレイの 
「運転」ボタンを一度巧します。 

③ リモコンまたは本体操作部の 
「運転モード切替」ボタンを巧して、 
「6」（ドライ運転）に合わせます。 

参ディスプレイに運転モード、風量設定、現在室温び 
表示されます。 

参ディスプレイび青色に点灯します。 


〈リモコン〉 〈本体操作部〉 



④ 


リモコンまたは本体操作部の 
r 風量切替」ボタンを巧して風量を 
選びまず。 

参現在室温び2已むよ0高い時のみ選択可能となります。 



参ボタンを押すたびに III # 11# I # 

[―*^ [強風]一[弱風]一[微風]つと表か変わります。 


⑥停止方法 

運転中に U モコンまたはディスプレイの 「運転」 ボタンで運転を停止させることびできます。 
必要に応じてルーノ く一を閉じてくださし、。 







































r お知 5 せ 


参温度設定の変更はでさません。 


① ルーバーを 開ける 

② リモコンまたはディスプレイの 
「運転」ボタンを一度巧しまず。 

③ リモコンまたは本体操作部の 
「運転モード切替」ボタンを巧して、 
「 ® 」（送風運睹）に合わせまず。 

参ディスプレイに運転モード、風量設定、 

現在室温び表示されます。 

参ディスプレイび青色に点打します。 


〈リモコン〉 〈本体操作部〉 



④リモコンまたは本体操作部の 
「風量切替」ボタンを巧して 
風量を選びまず。 

参ボタンを巧すたびに 

111 « 

广[強風]一[弱風]^ [微風]っと表示び変わります。 



⑥停止方法 

運転中に U モコンまたはディスプレイの 「運転」 ボタンで運転を停止させることびできます。 
必要に応じてルーノ く一を閉じてください。 
































mm^mm 



参お好みの温度に設定します。（最高設定温度2日む、最1氏設定温度1日ごまでです。） 
•1 回巧すごとに1む変化します。 

•リモコンの 「運転」 ボタンにより再度温風運転を再開した場合、設定温度は前回 
設定した温度になっていますので、適切な温度に設定し直してくださし、。 

参温風運転中は設定温度を維持するためにコンプレッサー及び室内ファンび ON - 
OFF します。 

参風量設定び自動風の時、風量の切り替えは自動的におこないます。 

参;令えた風を出さないために、運転開始または再運転開始から最初の数秒〜 
数分間は風び出ません。 

参充分に温まった風を出すために、運転開始後、風び出てから最初の数秒〜 
数分間は風量切替びおこなえません。 


/- 

湿度び高い場所で運転をおこなうと、ドレン水びたまりやすくなり、満水表示ランプび 
点滅して停止することびあります。 


卿ルなのフンノが Itt リ规レし1子■止レ/し口守1ホ、6な住 Hd 忌、レ 

排水ドレン栓を抜いて製品内に溜まったドレン水を排水 
してください。約 700 〜 800m 《の水び出ます。 

ドレン水を抜いた後は、排水ドレン栓を元通りに差して 
ください。排水ドレン栓を抜いたまま運転すると、床を 。 
ミ需らす原因になります。 - 

または運転前に市販のホース（内径]日 mm) をつなげて、 



排水時の 
ま意 

0 

^ 〇1 


築 


连統排がしてぐにごい。 

ホースは抜けないよラに市販のホースク U ップ等で固定 
してください。 

^ ^ 

J 


〈リモコン〉 


〈本体操作部〉 


① ルーバーを 開ける 

② リモコンまたはディスプレイの 
「運車五」ボタンを一度巧しまず。 

③ リモコンまたは本体操作部の 
「運転モード切替」ボタンを押して、 

「蘇」（温風運輯）に合わせまず。 

参ディスプレイに運転モード、風量設定、 

現在室温び表示されます。 

参ディスプレイびホ色に点灯します。 

④ リモコンまたは本体操作部の 
「温度設定」の「あげる」または、 

「さばる」ボタンを巧します。 

参ボタンを押すと数字び点滅して、設定温度を表示 
します。ボタンを押してから数秒間巧さずにいると 
点巧に変わり現在室温を表示します。 

⑥リモコンまたは本体操作部の「風量切替」ボタンを巧して風■を選びます。 



〈ディスプレイ〉 



参ボタンを押すたびに 


AUTO » III* ■* 

r [自動風]^随風]^臨風]^ [微風]- 


と表示び変わります。 


⑥停止方法 

運転中に U モコンまたはディスプレイの 「運転」 ボタンで運転を停止させることびできます C 
必要に応じてルーノ く一を閉じてください。 











































切タイマー運輯 


参設定した時間び経過すると自動的に運転を停止します。 


/ 

参「切タイマー」と「入タイマー」は同時にセットでさません。 


参タイマー設定中に電源プラグを抜いた場合や停電した場合は、設定び解除 

お知 5 せ 

されますので、初めから操作をやり直して < ださい。 


参「切タイマー」は運転停止中では設定でさませんので、運転中に「切タイマー」 

心 

予約をして < ださい。 

J 


① 運転中に r タイマー」ボタンを 
巧しまず。 

② リモコンまたは本体操作部の 
「タイマー設定」の「あげる」または、 
「さばる」ボタンを押しまず。 

設定中は「©」表示が点滅します。 

参お好みのタイマーに設定します。（最ルタイマー 
1時間、最大タイマー12時間までです。） 

参1回巧すごとに1時間変化します。 

〔例〕ち図は別き間後に運転を停止させる時の 
表 TJX です。 

•r 01 -, r J 表示にすると、数砂後にタイマー表おび 
消えます。 

参「0」表示の点滅び点灯になると、タイマー運転を 
開始します。 

参取り消す場合は「タイマー」ボタンを巧しタイマー 


〈リモコン〉 


〈本体操作部〉 




設定を「!」!-<>-」にしてください。 

もし < は、いったん U モコンまたは本体操作部の 


「運転」 ボタンを巧して運転を停止してください。 
ディスプレイの「贷」表示び消灯します。 
























入タイマー運転 


参設定した時間び経過すると自動的に運転を開始します。 


お知5せ 


>「入タイマー」は運転中では設定でさませんので、運転を停止させてから、 
「入タイマー」予約をしてください。 

>「入タイマー」を設定したあとに、電源プラグを抜いたり、停電びあると運転 
しません。 


① ルーバーを開ける。 

② 停止中に r タイマー」ボタンを 
巧します。 

③ リモコンまたは本体操作部の 
「タイマー設定」の「あげる」または 
「さばる」ボタンを巧しまず。 

設定中は「 © 」表示び点滅しまず。 

参お好みのタイマーに設定します。（最ルタィマー 


〈 U モコン〉 



〈本体操作部〉 



1時間、最大タイマー12時間までです。） 

参1回押すごとに1時間変化します。 

〔例〕ち図は別寺間後に運転を始める時の表示です。 
•r !：!!-„- J 表示にすると、数秒後にタイマー表示び 
消えます。 

か贷」表示の点滅び点灯になると、タイマー 
運転を開始します。 

参取り消す場合は「タイマー」ボタンを押し 
タイマー設定を「 リ! -ぃ- 」にしてください。 

わしくは、 U モコンまたは本体操作部の 「運転」 
ボタンを押していったん運転後、再度 「運転」 
ボタンで運転を停止させてください。 
ディスプレイの「0」表示び消灯します。 


〈ディスプレイ〉 



④停止中に運輯モード、風量、 

設定温度を設定しまず。 

参設定した内容で入タイマー運転をおこないます。 


4 























日常のお手入れ 


/- 

A ごそ音 

参 手入れ•掃除をするときは、必ず「運転」ボタンを巧して運転を 
停止し、電源プラグをコンセントか！ 5 巧く。 |!«^ 

内部でファンび高速回転しておりますので、けびの原因になることび 
あります。また、感電のおそれびあります。 1源 プラグを巧く 

/! V ± 后、 

参 電源プラグを巧くときは、コードを引っ張！ 5 ず電源プラグを持って 
おこなう。 |X 1 

コードを引っ張って抜<とコードの内部び断線して発熱•発火の 
原因となることびあります。 弯止 

ノ 


ーフィルターカバー、熱交換器フィルターカバーの掃除 


' 

参 蒸発器のフィンで手を切日ないように、必ず手袋をはめておこなってください。 


参 エアー フィルターカバー、熱交換器フィルターカバーをはずしたまま使用 
しないで<ださい。 

お願い 

熱交換器び露出し、けがの原因になります。また、機械部にほこりび入り、 
故障の原因になります。 


参 4( rCLU 上のお湯で洗わないでください。 


フィルターび縮むことびあります。 

J 


シーズン中は2週間に1回程度掃除してください。 

参エアー フィルターカノ（一、熱交換器フィルターカバーにほこりび溜まりますと、空気の通りび悪くなり、 
を風効まびお下します。次の要領で掃除してください。 



/ 

A * 主 - r*r 

S 

本機を水;ホいしない。 

ショート•感電の原因になることびあります。 

水めれ禁止 

ル江局 

f - 

お願い 

参 4( rCLU 上のお湯は使わないでください。 

プラスチックび変形することびあります。 

参次のようなものは使わないでください。 

プラスチックをいためますので、ベンジン • シンナー•アルコール • みびさ粉、 
塩素や酵素系洗剤などは使用しないで<ださい。 

参化学ぞうきんをご使用の際は、そのを意書に従ってください。 




参やわらかい布で、からぶきしてくださし、。 

参特に巧れびひどい場合は、めるま湯でみきとってください。 





















































知っておいていたださたいこと 


使用の時は 


参本機は冷房•暖房機ではありません。 

本機はセパレートエアコン等と構造び異なりますので、簡易的な 
:令暖房としてご使用 < ださい。 

また、同個の窓ノ（ネルと排気ダクトを使用せず、閉め切った部屋で 
運転しますと室温び上びります。 

参再運転は3分 L ソ上待ってください。 

落雷などにより運転動作に異常びあった場合は、一旦運転を停止して 
電源プラグを抜さ、3分け上過ぎてからコンセントに差し込み再運転 
してください。 



r 冷風」 r ドライ」運転中 


参室温び16〜35での簡囲でご使用ください。 

指定の温度範囲外でご使用になると、機械の保護機能び働さ、運転できないことびあります。 
•使用温度範囲は湿度により変わりますので、目安としてください。 


r 温風」運転中 


参室温び12〜25たの簡囲でご使用ください。 

指定の温度範囲外でご使用になると、機械の保護機能び働さ、運転できないことびあります。 
•使用温度範囲は湿度により変わりますので、目安としてください。 


経済的で快適にお使いいただくために 


参排気の処理を適正に。 

付属品の窓パネルセットを使用していただけますと、 
効果的にお使いいただけます。 





参エアーフィルターカバー、 熱交換器 フィルターカバーの 
掃除はこまめに。 

エアーフィルターカバー、熱交換器フィルターカノ（一び 
目づまりすると、風量び減り、効まを弱めます。 

2週間に1回は掃除をしましょう。 


参直射日光を入れない•当てない（を風-ドライ運転時）。 

直射日光をカーテンやブラインドでさえざりましよラ。 


参熱の発生はかなく（を風-ドライ運転時）。 

室内には、でさるだけ熱源になるちのを置かないで<ださい。 














































































電源は父流 1 日日 V ですか。 


コンセントを単独で使用され 
ないと、電圧び低下して能力を 
発揮しません。 


停電ではありませんか。 
ヒューズは切れていませんか。 


確認してください。 


電源プラグびコンセント 
からはずれていませんか。 
運転スイッチは ON (入）に 
なっていますか。 



電源プラグの差し込みを確認する。 


排水 ホースのホースび 巧れたり 
曲ったりしていませんか。 

本機中のタンクに水び溜って 
し、ませんか。 



水を捨ててください。 

(容器を用意して頂いて排水 
して < ださい） 


フイルターカバーや、 
熱交換器び巧れて 
し、ませんか。 




フィルターカバーや熱交換器を 
掃除する。 


お部屋の中に熱源びありませんか。 
じ令風運転時、ドライ運転時） 



熱源を取り除いて<ださい。 


吹出□や給気□•排気□びみさびって 
いませんか。 

排気ダクトの排気□び本機の給気□に 
向さ合っていませんか。 



正常な状態にする。 


サービスを依頼ずる前に 


故障かな？と思った 5 次のことをお調べくださし、。 


症:!犬 確認箇所 処置方法 


〇 
る 
友 
。び 
3 れ 
さ破 
だ こ 
狀く 覆 
さ絡被 
と連の 
たごド 
出に。- 
び店実 n 
象売確、 
現販不や 
なのび熱 
ラめ作過 
ょ求動做 
のいのド 
記買チ I 
下おッ n 
やぐィ源 
さすス電 
AJ 、 • • 
3さ 
悪抜 

か~心。。 
厶口かるた 
具卜れつ 
ちン切ま 
でセびし 
れンたて 
そ n びれ 
、をた入 
りグびを 
なラズ水 
にプ I や 
ベ源ュ物 
調電ヒ異 
お'やに 
をし I 部 
と止力内 
こ停 I て 
のをレつ 
上転ブ誤 
政虽 • • 


まつたく運転しない 


冷えが悪い•暖まりが悪い 


















































これは故障ではありません 


それでち異常があるときは、運転を停止して電源プラグを巧き、お買い巧めの 
お願し、 販売店にご連絡のうえ修理をお申しつけください。 

異常のまま運転を続けると、故障や感電•発熱•火災の原因になります。 


r 描犬 

理由 1 

停止直後に 
再運転でをない。 

運転を停止後3分間は、再運転をストップして 
機械を巧り、ヒューズ、ブレーカー切れを防ぎます。 

(マイコンに組込んである3分間保護回路び自動的に 
働さます） 

音がずる。 

ゲろ阿 ク 

じ ド ■ 一 

、-を-^^ 

運転中や停止直後に"シュー"といラ音びすることびあります。 

これはユニットの中の;令媒液び流れる音です。 

運転の開始または停止時に"ピシピシ"と音びする場合びありますび、 
プラスチックの熱膨張、熱収縮による音です。 

運輯音び 大 をい。 

製品を置く設置面び弱かったり、傾斜したりしていませんか。 

エアーフィルターカバー、熱交換器フィルターカバーび正しく取り付けて 
ありますか。 

においがずる。 

運転中に吹き出す風びにおうことびありますび、これは、ユニットに 
付いたタバコや化粧品などのにおいです。 

電源プラグが 
少し熱い 

使用中は少し熱を帯びます。異常ではありません。 

電源プラグび 
異常に熱い 
(さわれないほど） 

コンセントの差し込みび確実におこなわれていない時や、コンセントに 
電源プラグを差し込んでちガタつさびあると異常に過熱します。その時 
は工事業者に依頼してコンセントを交換してください。コンセントを 
交換しても異常に過熱している場合は販売店に修理依頼をしてください。 

満水表示ランプび 
ホ色に点滅する 

、\、 ' ん 

'*■ _A_A_A_ 

//満 が、 

高湿度条件で運転し、ドレン水び溜まり、処理でさない。 

製品背面の下側にある排水ドレン栓をはずし水を捨ててください。 

(容器を用意していただいて排水してください。） 

排水ホースを取り付けてください。 

または排水ホースのホースび巧れたり、曲びっていませんか。 
































定期点検 


半年〜1年に一度、定期点検に次の点検をおこなってください。 

もしご不審な点びありました！5、すぐ買い求めの販売店にご連絡くださし、。 


/- 

A * と 

参アースを確実におこなう。 

ア-ス線は、 ガス管' zK 難、避離、電話のア-ス線に接続 ■■ 

しないでください。 

アースび不完全な場合は、感電の原因になることびあります。 アース 

アースエ事は、電気工事±の資格び必要です。 

お買いまめの販売店または専門業者に依頼して < ださい。 

忌、 

V 

参洗をスプレーは使用しない。 

市販の洗;き剤などを使用しますと、樹脂部品の割れや排水経路の fX J 
詰まりに至ることびあり、水たれや感電の原因にちなります。 

禁止 

> 


コンセント 


電源プラグびコンセントにしっかり差し込まれていますか。 

(電源プラグとコンセントの間に"ゆるみ"びないことを確認してください。） 
電源プラグ、コンセントにほこりやちれび付着していませんか。 

1箇月に2〜3回、電源プラグを抜いて掃除して < ださい。 



アース線びはずれていたり、途中で切れていたりしませんか。 
アースを正しくおこなってください。 



庶囲謹 

ご使用状態や周囲の環境によっても変わりますび、本機を数シーズン （2 〜3年) 
ご使用になりますと、内部びちれて能力び低下することびありますので、通常の 
お手入れとは別に、点検整備をおすすめします。 

(本機を長持ちさせ、安むしてご使用いただけます） 

参点検整備には専門技術を必要とします。 

点検整備は、お買い求めの販売店にご相談ください。 



保管のしかた 


参ドレン水は必ず抜いておいてください。 

参容器などで水を受ける準備をしたあと、排水ドレン栓、ゴム栓をはずして下部排水□、排水ホース 
差し込み□から内部の水を抜いてください。 

参晴れた曰に半日ほど「送風」運転をして、機器の内部を乾燥させてください。 

参電源プラグを、コンセントから抜いておいてください。 

参掃除をして巧れを落としてください。 

参フィルターカノ（一類を掃除して、取り付けておいてください。 

参排気ダクトを取りはずし、本体の排気□をビニールカバーなどでみさざます。 

参 U モコンから乾電池を取り出す。 

参湿気のかない、風通しのよい場所に保管します。 

















♦ r 経年劣化」とは長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。 

参設置状況や環境、使用頻度び上記の条件と異なる場合、9年より短い期間で経年劣化による火災 • けび等の 
事故に至るおそれびあります。 



仕様 


(im ^ 

TAD -22 巨 W 

電 源 


単ネ目] OOV 已 □/ 巨 OHz 

冷風能力 

kW 

2'0/2'2 

温風能力 

kW 

1.7/1.9 

を風消費電力 

W 

已 90/ 曰 90 

温風消費電力 

W 

600/730 

コード長さ 

m 

2.5 

除湿能力 

L/B 

36/42 

外 

形 

寸 

法 

局 さ 

mm 

690 

幅 

440 

奥 行 

320 

製品重量 

kg 

26 

冷 寐 


R 410 A , 


(1) 「/」で示されている値は左側び日 OHz 、 も側び日 OHz の値です。 

(2) :令風及び除湿特性は、空気条件3日む、相対湿度7日％強運転の時の値です。 

(3) 温風特性は、空気条件2日む、相対湿度6日％強運転の時の値です。 


長期使用製品ま全表示制度に基づ<本体表示について 


【本体への表示内容】 

経年劣化により危害の発生び高まるおそれびあることをを意喚起するために、電気用品安全法で 
義務付けられたじ(下の内容の表示を本体におこなっています。 


/ 

A 

【製造年】本体に西暦表示してあります。 1 

A 

【設計上の標準使用期間】日年 

/!\ 

設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による発火•けび等の事故に至る 

V 

おそれびあります。 


(設計上の標準使用期間とは） 

※運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づ < 経年劣化に対して、製造した年から安全上支障な< 
使用することびできる標準的な期間です。 

※設計上の標準使用期間は、保証書に記載の無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証する 
ちのでちありません。 

参標準的な使用条件 JIS C 9921-3 によります。 


電圧 

単相10 0 V 

周波数 

己0/巨 OHz 

を風室内温度 

27 °C (乾球温度） 

冷風室内湿度 

47%(湿球温度1日で） 

温風室内温度 

20 °C (乾球温度） 

温風室内湿度 

已日％ (湿球温度1己 ° C ) 

設置条件 

標準設置 


有 

条 

件 

住宅 

木造平屋、南向さ和室、居間 

部屋の広さ 

製品能力に見合った広さの部屋 

想 

定 

時 

間 

1年間の 
使用曰数 

東京モデル 

を風巨月2曰か5日月21曰までの112日間 
温風10月28日か54月14日までの1巨日日間 

1曰の使用時間 

を風:日時間/曰温風:7時間/曰 

1年間の 
使用時間 

を風:1008時間/年 
温邸1183時間/年 


環境条件 

























































保証とアフターヴービス(必ずぉ読みくださし、) 


保証 I しついて 


この商品は保証書付きです。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、記載内容をご確認いたださ、大切に保管 
してください。 

参保証期間はお買い求めの曰か 51 年間です。 

(ただし、冷凍サイクル部分は 3 年間です。） 

なお、保証期間中でち有料になることびありますので、保証書をよ < お読み < ださい。 

保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

修理によって機能び維持できる場合は、お客様のご要望により修理いたします。費用など詳しいことは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

当社は、販売店からのミ主文により、補修用性能部品を販売店に供給します。 


本機の補修用性能部品の保有期間は、製造な切後 9 年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


補修用性能部品の 
保有期間について 


^アフターサービスについて 


/ 

八盛告 

参改造はしなし 1。 また修理技術ち LU がの人は、 

絶対に分解したり、修理•改造をおこなわない。 。 ^ pt 1 

火災•感電•けびの原因になります。 vy 

分解禁止 


/ • \ ^ 口 

参修理は、お買い求めの販売店または、 P 29 のお客様相談窓□一覧に 

相談する。 ■■ 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•火災等の願に ス y 
なります。 実施 

J 


使用中に異常が生じたときは、直ちに運転を停止して電源プラグを 
巧き、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

アフターヴービスをお申しつけいただくときは、ちのことを 
お知 5 せください。 


型 式... TAD -22 BW 
故障げ態…できるだけ詳しく 
ご芳名•ご住所•電話番号 


アフターサービスで 
お困0の場合は 


アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合、お買い求めの 
販売店か P 29 の お客様相談窓□-覧 にお問い合わせください。 


' ご転居により、お買い求めの販売店のアフターサービスを受けられなくなる 
お居されるときは 場合は、前もって販売店にご相談ください。ご転居先での当社製品取扱店を 
_ , 紹介させていただきます。 
























お客様相談窓□一覽 


製品についてのお問い合わせ、故障修理のお問い合わせはお買いホめの販売店にご連絡ください。 
販売店にお問い合わせできない場合は、下記のお客様相談窓口までご連絡ください。 

■お客様相談窓 □ 受付時間：平日（月曜〜金曜）：午前刖き〜午後日時（±•曰•祝日は除く） 

下記事項にご同意の上、お問い合わせください。 

♦お客様からいただく個人情報は、ご相談への回答のために使用し、当社規定により厳格に管理します。 
♦利用目的の範囲内で、お客様の個人情報を弊社委託業者、代理店に、お客様の住所、お名前、電話番号 
などを提供致します。 


株式会社 t - ai-s 
フリーコール 0120 - 104-154 


本 社 干4日7-日8日日名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号 

TEL 0 日 2-822-1 144 FAX . 日日 2-822-2742 

ホし幌支店 〒日日3-日8日7札幌市西区八軒7条東日 T 目3番8号 
TEL .011-71 7-日日0日 FAX .011-717-5026 

仙台支店 干983-日日34宮城県仙台市宮城野区扇町 7 T 目 2-4 日 
TEL .022-352-8135 FAX .022-352-8481 

青森営業所 〒〇30-日8日1青森市長島 2 T 目14番10号 

TEL 日1 7-777-7 日91 FAX .017-773-280 日 

東京支店 干111-日日日1東京都台東区蔵前 2 T 目日番3号(筑摩書房ビル 8 F ) 
TEL 03 -日942-日171 FAX . 日3-日 942-61 72 

前橋営業所 干371-日847前橋市大友町 2 T 目8-] 

TEL 日 27-2 日 1-882 日 FAX .027-252-8224 

名古屋ち店 干4日7-日8日日名ち屋市瑞穂区桃園町日番13号 
TELO 日 2-822-1 4日] FAX . 日が 822-1 4日0 

大阪支店 〒日日目-日日21大阪市浪速区幸町 3 T 目日番1日号 
TEL .日日-日日日 2-03 日] FAX .0 日-日日日 2-03 日1 

広島ち店 干 733-0833 広島市西区商エセンター日 T 目4番20号 
TEL .082-277-2351 FAX . 日 82-277 -日990 

福岡支：店 干813-日〇日2福岡市ま区松島 3 T 目 13-10 

TEL .092-61 1-1974 FAX .092-61 1-7289 


鹿巧島営業所 〒899-日433鹿児島県拾良市西宮島町 1-11 
TEL 099 日-日日-3131 FAX . 日99日-日日-3181 



ヨトミスポットクーラ ー& ヒーター保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなラことをお約まするちのでず。 

お買いホめの曰から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のラえ、お買いホめの販売店に修理をご依頼ください。 


型式 TAD -22 BW 保証期間お買いホめ日より本体1年間 


※お買い求め曰 

※おご芳名 

年 

ちまサイクル3年間 

月 曰 

様 

て- 

□□の 


ご住所 

〔電話 

( 

) ] 


(※印欄に記入びなし、あるいは購入.支払いを証明ずるものびない場合は 
無効となりまずからおずご確認ください。） 


※販売店名-住所-電話番号 


名ち屋市瑞穂区桃園町5ま17号 
で不ェ\<で：た L 〒467-0855田日 52-822-1 144 


【無料修理 



1 . お買しぶめ日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体貼付 
ラベル等のを意書に化った正常な使用状態で故障した場合 
には、本書記載内容により、お買い求めの販売店または当社び 
無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入曰 '支払いを 
証明ずるちのをご提示のラえ、お買いホめの販売店または 
当社にご化頼ください。。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でを、次の場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼付ラベル等のま意書に従わない 
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び損傷。 

(□) お買いホめ後の器具の転倒、落下、衝撃等による故障及び 
損傷。 

り、) 乂災、地震、水害、落雷、その他の天災 i 也変、公害による 
故障及び損傷。 

(二）一般家庭用！;1外（例えば、業務用の長時間使用、き両- 
船舶への搭載など）に使用された場合の故障及び損傷。 

(ホ）本書のご提示びない場合。 

(へ)本書にお買いホめ年月曰' お客様名' 販売店名の記入のない 
場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。通信販売等で 
購入され、それを証明ずる商品の送り状•支化明細書の 
提示びない場合。 

(卜）部品の消耗による部品交換及びメンテナンスの費用。 

已.本書は曰本国内においてのみ有効です。 

日.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に保管 
してください。 


♦このな証書は、本書に明おした期間、条件のもとにおいて無料 
修理をお約束するをのです。従ってこの保証書によって、保証 
書を発行しているち（保証責任者）、及びそれしソがの事業者に 
対するお客様の法律上の権利を制限するものではありません 
ので、保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、 
お買いホめの販売店または、最寄りの当社支店•営業所にお問い 
合わせください。 

♦保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について 
詳しくは、取扱説明書の「な証とアフターサービス」の項を 
ご覧ください。 

♦お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動の 
ために利用させてしすこだく場合びありますので、ご了承ください。 

♦を凍サイクルとは 

圧縮機、凝縮器、毛細管、蒸発器および配管で構成された 
を媒循環回路のことです。 

i 修理メモ ： 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


'型 式 

TAD -22 BW 

お買いホめ年月日 

年月 曰 

お買い巧め店名 

(電話番号） ( ) 一 

J 


B-® 




































